第２号様式の１（第６関係）

工事経歴書
（工事種別　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	発注者名
	工事名
	工事場所のある都道府県
	請 負 代 金 の 額 （千円）
	着工年月
	完成（予定）年月
	公共・民

間の別

	
	
	
	元請の場合
	下請の場合
	
	
	

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民


記載上の注意

１　希望する工事種別ごとに区分し、別葉に作成すること。

２　下請工事については、発注者名の欄に元請業者名を、工事名の欄に下請工事名を記載すること。

３　審査基準日の直前２年又は３年の各営業年度における完成工事（工事進行基準を採っている場合は未完成工事を含む。）について記入すること。

４　許可業種に対応した建設工事ごとに、公共元請工事、民間元請工事、民間下請工事、その他少額工事の順に各々小計を付して記載し、営業年度ごとに当該建設工事の完成工事高の合計を記載すること。

５　工事種別ごとに完成工事高に係る集計表を添付すること。

（工事種別　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	発注者名
	工事名
	工事場所のある都道府県
	請 負 代 金 の 額 （千円）
	着工年月
	完成（予定）年月
	公共・民

間の別

	
	
	
	元請の場合
	下請の場合
	
	
	

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民

	
	
	
	
	
	年　　月
	年　　月
	公
	民


第２号様式（第６関係）


工事経歴書
（工事種別　　一般土木　）
３１．４～２．３
	発注者名
	工事名
	工事場所のある都道府県
	請 負 代 金 の 額 （千円）
	着 工 年 月
	完成（予定）年月
	公共・民

間の別

	
	
	
	元請の場合
	下請の場合
	
	
	

	（土木一式工事）
	
	
	
	
	
	
	公
	民

	国土交通省
東北地方整備局
	国道４９号改良工事
	福島県
	320,588
	
	２５．　４
	２６．　２
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	福島県
	福島空港用地造成工事
	〃
	147,938
	
	２５．　５
	２５．１２
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	
	
	
	
	
	
	
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	
	その他
	
	43,231
	
	
	
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	
	（公共元請　計）
	
	511,857
	
	
	
	公
	民

	○○工業（株）
	○○工業（株）工場用地拡張工事
	福島県
	27,631
	
	２５．　７
	２５．１２
	公
	 eq \o\ac(○,民)

	
	
	
	
	
	
	
	公
	 eq \o\ac(○,民)

	
	その他
	
	10,546
	
	
	
	公
	 eq \o\ac(○,民)

	
	（民間元請　計）
	
	38,177
	
	
	
	公
	民

	土木一式　計
	５５０，０３４
	
	
	
	
	
	公
	民


（工事種別　　一般土木工事　　　　　　　　　）

	（とび・土工）
	
	
	
	
	
	
	公
	民

	○○市長
	○○海水浴場整備工事
	福島県
	7,095
	
	２５．　６
	２５．　７
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	
	
	
	
	
	
	
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	
	その他
	
	2,568
	
	
	
	 eq \o\ac(○,公)
	民

	
	（公共元請　計）
	
	9,663
	
	
	
	公
	民

	
	
	
	
	
	
	
	公
	民

	○○建設（株）
	○○港防波堤工事
	福島県
	
	40,281
	２５．１２
	２６．　３
	公
	 eq \o\ac(○,民)

	
	
	
	
	
	
	
	公
	 eq \o\ac(○,民)

	
	その他
	
	
	3,891
	
	
	公
	 eq \o\ac(○,民)

	
	（民間下請　計）
	
	
	44,172
	
	
	公
	民

	とび・土工・コンクリート　計
	５３，８３５
	
	
	
	
	
	公
	民

	
	
	
	
	
	
	
	公
	民

	一般土木　合計
	６０３，８６９
	
	
	
	
	
	公
	民


○工事経歴書（第２号様式その１）
記入上の注意

1. 工事経歴書は消費税抜きとする。

2. 工事経歴書は、経営事項審査の完成工事高の選択（２年平均又は３年平均）にあわせ、審査基準日の直前２年又は３年の各営業年度に含まれる完成工事高を記入すること。

3. 工事経歴書は、申請する三島町の工事種別ごと（１８）に作成すること。
なお、工事種別に対応する建設業法許可業種ごと（２８）に、公共元請工事、民間元請工事、民間下請工事の順に各々小計を記載すること。最後に営業年度ごとに申請する種別の完成工事高の合計を記載すること。

4. 記載する工事は、完成工事高の７割程度を１件ごとに記載し、残りは「その他」としてまとめてよい。

5. 下請工事の発注者名は、元請業者名とし、工事名は下請工事名とすること。

6. 請負代金の額は、最終請負契約額を記入すること。

7. 共同企業体として請け負った工事は、出資割合で計算した金額を記載すること。この場合、全体請負額をカッコ書きすること。

8. 三島町指定様式以外での作成も認めるが、その場合は、指定の記載事項及び方法を満たしていること。（記載例については、次ページを参照）なお、経営事項審査等で使用した工事経歴書をそのまま使用する場合は、記載の工事１件毎に三島町の１８業種との対応及び公共元請、民間元請、民間下請の区分を明記し、それぞれの集計を記載すること。

　　　　様式第二号の二（第二条、第十九条の三関係）

工事経歴書
　　　（建設工事の種類）　土木一式　工事

	
	注文者
	元請又は

下請の区別
	工事名
	工事場所のある都道府県名
	配置技術者
	請負代金の額
	着工年月
	

	
	
	
	
	
	
	
	うち（ＰＣ）
	完成又は完成予定年月
	

	Ｂ
	○○県
	元  請
	橋梁整備工事
	福島県
	福島　太郎
	132,553
	132,553
	平成２５年　４月
	◎

	
	
	
	
	
	
	
	
	平成２６年　２月
	

	Ａ
	△△市
	〃
	工業団地用地造成工事
	〃
	福島　一郎
	48,621
	
	平成２５年　８月
	◎

	
	
	
	
	
	
	
	
	平成２５年１１月
	

	Ａ
	○○不動産（株）
	〃
	住宅用地造成工事
	〃
	福島　二郎
	 33,974
	
	平成２５年１２月
	○

	
	
	
	
	
	
	
	
	平成２６年　２月
	

	Ａ
	△△建設（株）
	下　請
	マンション用地整備工事
	〃
	福島　三郎
	12,657
	
	平成２５年  ９月
	△

	
	
	
	
	
	
	
	
	平成２５年１２月
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	合　　　計
	227,805
	
	
	

	
	（一般土木）
	公共元請
	４８，６２１
	
	
	
	
	
	

	
	
	民間元請
	３３，９７４
	
	
	
	
	
	

	
	
	民間下請
	１２，６５７
	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	９５，２５２
	
	
	
	
	
	

	
	（PC橋上部）
	公共元請
	１３２，５５３
	
	
	
	
	
	

	
	
	民間元請
	０
	
	
	
	
	
	

	
	
	民間下請
	０
	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	１３２，５５３
	
	
	
	
	
	


許可業種に対応した建設工事の種類を記載する。





県の入札参加申請業種を記載する。





記載例





記載する工事は、完成工事高の７割程度を１件ごとに記載し、残りは「その他」としてまとめてよい。








営業年度を記載する。





（内訳）


土木一式　計                  ￥ ５５０，０３４


とび・土工  計　　　　　　　　￥ 　５３，８３５





・本用紙は、表面用と裏面用を両面印刷でＡ４判１枚として提出すること。


・オモテとウラで上下が逆になる（長辺を基準として見やすい方向）ように作成すること。








既存の工事経歴書を使用する場合の例





Ａ：一般土木工事


Ｂ：PC橋上部工事





◎：公共元請


○：民間元請


△：民間下請





工事経歴書に記載する余白がない場合は、福島県の１８種別の小計について、任意様式で作成してもよい。








